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Protection against H5N1 highly pathogenic
avian and pandemic (H1N1) 2009 influenza virus
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Protection against H5NI Highly Pathogenic Avian and Pandemic (HINl) 2009















































1) H5Nl金粒子ワクチンをカニクイザルに皮下接種した。ワクチン嬢稚後、 IgA、 l辞を湘定し
たところ、概ね上昇が秘められたEとから、ワクチンが免疫原位を示すことが分かった。
2) H5Nl clade2.3.2. 1およびcladelによる醸床症状が劇的に改管されたが、 H7N7-. HINlに対
しては効果が熊からた。
3)感染後のウイルス量を珊定した所、 H5Nl (clade l、 clade2.3.2.1)、 HINlウイルスの量は
ワクチン嬢種により減少していた。
4) H5Nlクレード0の全粒子ワクチン接種により、血井には、 H5N1両クレード(clade l、
clade2. 3.2. 1)に対する中和括性の他、 nl恥ウイルスのノイラミニダーゼ(活性)を阻害す
zm&hmm喜
5) H甜1クレード0の金粒子ワクチン抜穂により、 H5Nl、 H7N7、 HINlに対する細胞性免疫応答
4
が[冨蝣L Hift?
本輸文は、霊長類を用いて仝粒子ワクチンの効果を換征したものセあり、最終拭験として論
文内容に関連した賦間を受け合格し埠ので、縛士(医学)の学位鎗文に健するものと駆められ
た。
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